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斉明六年、六六〇年十月、都大路 
は時ならぬ人出ににぎわっていた。 
韓国•百済からの使者が朝廷へまか 
リこ すというのである。しかし、そ 
のこと自体は都人たちがこれほど大 
騒ぎするほどのことではなかった。 
ただ今回の百済の使者の来朝は、都 
の人々にとって珍らしい見ものを伴 
っていた。それは人間、しかも百数 
十人の S 人だというのである。 

ざわめきのうちにやがて、百済兵 
と朝廷さし向けの兵とにとり囲まれ 
た大きな行列が都へ入った。ざわめ 
きは都の人. P から、行列の進むに従 
つてしずまり、その後でまたささや 
きとなつた。 


その人々の中に弓月もいた。弓月 
は昨夜、百済船の中に忍び込み、ひ 
そかに百済の使者たちの話、そして 
とらわれの唐人たちの話をきいてい 
た。それにょれば、どぅやらこの唐 
人たちは、百済と戦って捕虜となっ 
た者たちらしかった。 

はるか唐の国から朝鮮半島へ攻め 
入り、そこで捕虜になった者が、更 
に海を渡って大和へ送.むれる。この 
唐人たちは二度とふたたび祖国の土 
をふむことはまずあるまいと思われ 
る。それだけに、昨夜の唐人たちの 
話はしめっぽかった。 

しかし、弓月は彼らの話の中で、 
朝鮮半島の情勢が大きく移り変わろ 
うとして いる ことを 知つたのである。 

行列はやがて皇居へ入った。その 


とき、 弓 月は、ひそかに唐人め一人 
を 倒し、 その服を着て唐人の中にま 
じつていた？ 

皇居の広場へ入った。と思う間も 4 — 
なく、 その.一角から銳い声がとんで、—10 
ぃきなり砂塵と共に一群の騎馬隊.が 
とび出した。その先頭には弓月がか 
たときも忘れたことのない男の姿か 
あった。背から旗の如く、羽の如く 

ひるがえる白い大きな布-それは 

能登軍団の白布にほかならなかった。 

白布指揮する騎馬隊は、まるでそ 
の力を誇るかのょうに、唐人のまわ 
りをはげしくまわり走った。もうも 
うたる砂塵に、1時は百人余の姿も 
かくれるかと思われるほどであった 
が、やがて白布の命一下、能登軍隊 
は、その騎馬のひずめで、今にも唐 


つたという。何故、新羅と手を組み、の民の国と知るが 
西済を攻めたのか」 


人たちをふみつぶさんばかりの勢い 
で、その頭上をヒラリ、•ヒラリと越 
えはじめた。 

唐人の間から、得体の知れぬ悲鳴 
が L がった.。ひずめに.叩きつけられ 
るも.の、身体の h へ馬の脚をぅけて 
ぅめくもの—それは恐ろしい馬術 
競技であった。 

唐人に交じって， f v 月は！ S : をかんだ。 
そして自らの頭上を越える馬の脚へ、 
すばやく松葉の如き鉄の針をぅちこ 
んたの/である。 

数頭の馬が一、ころげた。 

白布はばつと馬からおりると、こ 
ろげた馬の脚をしらべた。 

「やめろ/」 

:は叫んだ,° 

「こ.の中に不穏分子がまじってい 
るぞ/ さがせ/こ 

瞬間、能發軍団の兵士たちは一斉 
に剣をぬいて唐人たちの中へとびこ 
もうと した。 

'その時だ。 

.一、つるさい/」 

•M 中の階段の k に 立って どなった 
のは中火兄^ P である , 〇 

,[1布、韓一::(からくに：)：からの 


お客様だ。いい加減にせい/」 

-しかし……」 

「百済の方、お待たせしました。 
どうぞ」 

それだけいうと中大兄の姿は宮中_ 
に消えた。，り月はじっとその大きな 
背中をにらんだ。そして中大兄の顔 
を心に刻みつけた。 

「今にみていろ/.」 
fi 布は、百済の使者をつれて宮中 
へ入っていった。あとには、能登軍 
団の兵士たちが、 ぐるりと 唐人を と 
リまいて残った； 

:: p 月は、しばられた姿の まま、そ 
っと 身をずらせて、唐人の ひとりに 
近づいた。ゆうべこの男だけがたど 
たどしくはあるが 弓月と向じことば 
を話すことが，できるのを知ったから 
である。.'- 

「動かず、静かに」 

弓月はささやいた。 

唐人はびくつとしたように：：？月を 
見た。 

「#は何故に西済を攻められたの:-;. 
か」 


きけは、新羅との共间戦線であ 


唐人はおびえたよぅに弓 月を みて 
いたが、やがて ボソリ とつぶやいた。 
「騎馬の民への恨み」、 

弓月はしっかりとぅなずいてみせ 
た。 

「おれもまた騎馬の民への恨みを 
持つものだ」 

唐人の目が輝いた, 0 
「しかし、新羅は百済と同じ騎馬 


「新羅と手を組んだは便法。唐は.、 
いつの日にか新羅をも討つ」 

「これすベて、騎馬の民への恨み」 

一瞬、弓月の目に極彩色の絵巻が 
浮かんで消ぇた。.それは大草原を疾 
駆する騎馬隊であり、中国の王城へ 
なだれをぅって突入する騎馬隊であ 
り、そして、朝鮮半島へ怒濤の如く 
進撃する騎馬の群であった。. 

「これすベて、騎馬の民への恨み」 
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，リ：：：は、ボソりとつぶやいた' 


■何/. rl 済が新羅と唐の速/ M 屯 
に滅ぼされたというか/」 

屮太兄は、玉嵴からすっくと立ち 
k がって叫んだて 

「滅ぼされた……いや、 まだ^全 
に減ぼされてはおりません」使者は 
沈痛な顔で答ぇた。 

「しかし、•上城は奪われ、義慈王 
と王子はとらえられれば滅びたも同 
然ではないのか」： 

「はい。なれど、鬼室福3が兵を 
おこし 新羅とたたかっております t '..-: 
ar / 何とぞ、梭祇を、 f : f 済を救 
うため屯を、お興し下さ V ませ」 

中大兄は、よろめくように階段付 
近まで出ていった。伙の澄んだ空に 
は雲が流れていた r この迖の流れる 
果てに、我が、故郷がある。その故郷 
は、いま異国の敵によって滅ぼされ 
んとしてい る。 

「、、ハカな新羅め/.」 

中大兄はうめくようにいった。 
萵旬麗、新羅、.7*|'1沾、そして大和 
——それこそ Ift 洋み：角に厳とし、 


てそびえた騎馬 Mi 族の連合国家でぁ 
ったではないか。：/ 

中大兄は父祖の血と汗を思った。 
蛮人と呼ばれ夷狄とさげすまれなが 
ら、戦いに明け戦いに暮れた、騎馬 
W 族の祖先たちは、ょうやくにして 
この四つの連合国家を建設したの だ。 
しかし、時はうつり、星が変わると 
共に、四つの国の為政者たちの間に、 
述合国家の意識は徐々にうすれてい 
ってし まったのであった 。 T 

そして、いま、父祖の血を最も強 
くうけついでいるのが、皮肉なこと 
に父祖の血から一番遠ざかったとこ 
ろにいる大和朝廷のみということに 
なつて しまつた らしい。 

「バヵな新羅め/ L : 

何故、任那まで私せんとした^ か。 
7C はといえばすべて同じ民のものだ 
ったのではないのか/ 

ff 済の使者の声に、中大兄ははっ 
と我にかえってふリかえった。 

人 K の百済王子豊璋に、使茗はし 
e かりとしがみついていた。 

r 王1-様/.国へお帰リ下さいま 
せ/ そして fa 済再興 S ため、何と 


ぞ、何と ぞ」 

あとは涙であつた。 

「豊璋殿」 

中大兄は静かに歩みょりながらい 

つた？ 

「わが大和朝廷もできるかぎリの 
ことは する。豊璋殿、お帰りなさい、 
そして戦うのです」 

豊璋の目は、気弱にまたたいた。 
そしてふつとうしろを ふりかえつた。 

絹のすだれの向こうに、白い肌が 
ぁつた。 

「額 田 王……」一 

中大兄は心の中で つぶやく。 
「とうとう、百済の主子までノそ 
の肌のと りこにしてし まつたのか1_ 

\J/ 

三 

/|\ . 

五六二年、任那の日本府は新羅の 
ためにうちほろぼされた。 

それが、いわば、朝鮮半島と日本 
列島を結ぶ騎馬民族連合国家が崩壊 
する最初のしるしであつた。 

朝鮮半島は、北から高句麗、百済、 
新羅と：二つの国家によって領有され 
た長い時間があった。ンもともと同じ 
民族の連^ W 家であったこの朝鮮 ：I 


国と日本の大和朝廷は、兄弟のょぅ 
に親しい間柄であった。 

「旧唐書」にいわく「日本もと小 
国、倭国の地を併す」と。その三国 
にはさまれ た任那の日本府こそ、後 
に 倭国、すなわち日本列島を併合し 
た大和朝廷、発祥の地であったのだ。. 

しかし、 中大兄皇子の嘆きの如く、 
年と共にこの騎馬民族連合国家の統 
一は乱れて来た。朝鮮半島一統をめ 
ざす新羅は、すでに中国大陸に厳然. 
とした 国家を築いて いる唐と 結んだ。'- 

六四九年(大化九)、新羅は服制一 
を唐にならい、翌年には年号までも 106 
唐からもらって、その恭順の意を表 I 
明した。 

これに怒った高句麗と百済は、六 
五九年(斉明五)、時の新羅王武烈 
をいさめる 意味で兵をおこし、新羅 
二十余城をまたたく間に席捲した。 

このとき、武烈王が連合国家意識 
をとりもどせば 半島の姿は変わらな 
かったはずだ。しかし、逆に怒った 
武烈王は、ただちに唐に救援をたの 
み、 あくる 六六〇年、唐との連合軍 
を 百済にすすめた。 

唐は左驍衛大将 m 蘇定方を大総官 






に、武烈の r 金1-:問を副火総 It とす 
る' 水陸卜：： 7 J の K * を T 1 済に叩きこ 
んだ 。これに93を得た武烈は 、 n ら 
新羅：啦の陣姐に立って戦ったのであ 
る 0 .一;は北から、新羅は南から、 lh ハ 
に進取しつつ、まず、新羅ポが、忠 
沾|.«遊の黄山原(迚山‘ャ町)で ffirr 
¥を破れば、.//讲¥は、熊ホ：^[.1 
(錦 LI : 河 LJ ) で戦い勝ちを納め 、 IAJ 
■|»ベ：：流して' rl 済の都、泗沘城•(扶 
余 V ' を レ」りかこんだ" 

rlirT ‘ h 、 在 慈は .h 城を すてでの が 
れ、熊 in 城(公州)へぅつったが、 
ここも陥洛、，ついにじ=:卜八=、^ 
と太户降は捕えら：1: T 唐に送られ、 
ここに rf : </ 1r は滅びた。 

しかし、 IHI は滅びても、人の心ま 
では滅びなかった。原野の各地に yf 
済の造 HS たちの烽起があいつぎ、中 
でも打/ J だったのは、在慈* h の従弟 
鬼窀榀3であった。 

すでに、府は、 fl 済の三 iL - 群、 
•: rf 城、 L 卜六/；*;- , を領土とし、都 
督府を おく ほどに納めていたが、鬼 
庵 fe ia は收 1?- (を集め、 fr: 射岐山(任 
左城山)にたて こもり、 しつような 
抵抗をつづけた。 


一方、福：3の戦いに呼応する如く 
余内進も兵を上げ、熊信城にたてこ 
もった。 

そして十月、鬼室福信は唐の捕虜 
f I 数 !•- 名を n 物と して 大和朝廷に使 
者を送り、その救援と人質の王子、 
e 璋の返還を乞うたのであった。 

危機到来す。._騎馬，民族連合国家の 
浮沈、目睫にあ^。 ■ 


「私は反対ですよ、 M 子」. 

芑 いたる fcs - f は力なげにまず いっ， i 

7 

た 。 In 

「過 i ;- のことは いざしらず、何を 
今史、海の彼方の異国へなど……」 
「みかど/,* 

中大兄はどなった。 

「過-1;-は知らずとはみかどのこと 
ばとも思えません/」 

その大きな声は廟議に参加したす 
ベての a 族たちの胸にまでズシンと 
こたえた。いや、中大兄は、女帝を 
怒鳴ることによって、すべての人々 
の意见を封じよぅと考えたのである。 

「でも、中大兄、いま新羅と戦ぅ 
ことは、あの強大な唐を敵とするこ 


とに他なりません。この大和朝廷に 
それだけの力が、果して••…•」 
「ある /.I 

また、中大兄はどなつた。 

「兄上」 

大海人皇子が口をひらいた。 
「あるといわれますが、韓国は海 
の向こう、救援にいくにはまず、多 
くの船を集めねばなりません。しか 
し、たび重なる宮殿.の造営、皇居の 
修復のため、人民たちはこの無謀な 
計画をだまつて許すでしようか」 
「戦う前におじけをふるうな/ 
いかにもお前のいうとおり人民は反 
対もしよう。そうだ/ 百済救援の 
戦いはまずわが大和の国内から始る。 
更に聞け/.高旬麗、新羅、百済は 
かつてはわが大和朝廷の兄弟国であ 
つた。いや、むしろ弟だつたといつ 
てよい。何故ならば、建国の祖の中 
心は、この三国を平定しつつ倭の地 
に渡つたからだァ韓国三国の建国の 
祖はいわばわが大和であるといつて 
ぃぃ。すでに知る如く、わが国建国 
の祖崇神天皇は御肇国天皇、又の名 
を所知初国之御真木天皇、あるいぼ 
初国所知美麻貴天皇と書かれている。 


ハツクニシラスミマキノスメラミコ 
卜、このミマキとは、ミマにあつた 

'土城を指す。ミマ、即ち IF: 那 
崇神天皇こそ任那に王城を持った、 
建国の祖でぁる。•その正系の我が大 
和朝廷が来たと知れば、百済人民の 
勇気ももリ上がり、必ずや新羅の中 
にも我らに味方す る ものがあらわれ 
る^6 す 

って父祖百年の計をつ 
力できよぅか/」 

中大兄は、他の何者の発言も許す 
まいと裂迫の息づかいで語りつづけ 
た。 

その声をきいてほほえんだものが 
いる。宮殿の床下に； S そんだ弓月で 
ある。 

行くがよぃ、韓国へ/天皇も、 
中大兄も、大海人もすベて行くがよ 
い、しかし、二度とふたたび、この 
場所に坐れると思ぅな。貴様たちが 
韓国へ出かけたあと.、ここに坐るも 
めは、正統な倭の民だ。そして、い 
ま、 スメラミコトの 坐る位置には、 
あの銅鐸がおかれるのだ。 

そのとき、四百年ぶりに、この国 
は、朝夕銅鐸の音がひびきわたるの 


どかで，ゆたかな国となるのだ。 

\)/ 

五 

六六「 I 年(斉明七)：の.一月六日、 
六十八歳の女帝斉明天皇をのせた船 


馬の糞の旬いがムッとたちこめる 
船底で白布は玉櫛を抱い.た。"玉櫛の 
身体のすぐ下を、船底の板を-だて 
て、波の音が心臓にまでひびいた。 

白布の狂ったょぅな愛撫の中で、 

'玉櫛は目をつぶり、哀しみ■に耐えたで 
倭か過ぎる。倭が遠ざかる。わた 
しのィズモ /. 私のヤマト/ それ 
が、刻|刻と遠ざかっていく。 

「玉櫛」 • 

ぁつい勢で白布はいぅ。「今に見 
ておれ、わが父祖の地をみせてやる 
ぞ、父祖の地はこんなちっぽけな所 
ではない。韓国から、唐へ、そして 
その先は果ても知らぬ大陸だ。玉櫛、 
その大平原へおれはいくのだ」 

白布は笑った。 

「しかし、バカなことに、その也 


<白土三平傑作集 W 
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。真田剣流① 

第一部•桔梗の卷 


。真田剣流② 

第二部•丑三の卷 ( I ) 


。真田剣流③ 

第三部•丑三の卷(二) 
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申込先 

東京都千代田区神田神保町 

一の五五 青林堂 


は，難波の海にぅかん.だ。，'.; 

船団のなかには、 馬と 男 ばかりの 
船があった。いや、女が ひとりいた。 
皆の者/我が御世にあ能登軍団と玉櫛である。 

いえさること 
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を、おれはやっとはじめてみるのだ- 0 
どぅだ、玉櫛、おれと J 諸に、平原 
でこのまま一.生くらさぬか/」 

ああ、鐸ょ/.お前のひびきから、 
私はとおざかる。胸の奥、心の底の- 
鐸のひびきが、いま波のひびきにか 
きけされそぅです。 

- -波の W にうたかまいった、う 

た.つているのは額 m : J : である。彼女 
はただひたすらはしやいでいた。 
みこ)」 


大海人が、そっとその後に立った。 

「やは リ、こわい？.」 

くるっと目を動かして、大海人め 
顔は見ずに額田王はきく。 

「こゎぃ」 

大海人はすなおでった。少しばか 
リ船酔ぃ.して頭がぃたか：ったせぃも 

ぁる::. 0 :' 

「だったら、こなければょかった 
の：2」' 

.そぅ、来なければょかった。しか 




し、お前が，はしゃいで船にのるから、 
おれも……一そんな思いをこめて大海 
人は額田王：の髮をまさぐる。 

「百済 .韓国づてどんな とこ.ろ 
かな/' 

どんなところであろぅと、どこ 
.ベい^ても、ざつ-とお前にまさる女 
はいな一いだろ、1よ y 

大海人は心からそう思っている。 
おれは完金に.この女にすべてを奪わ 
.れた #. 一いつが、，兄 


らたを 許しあの，114 とも 抱きあい 
n 済王子の曲-:」^ とも 一夜を明かした 
ことを 知リながら、人海人は何故か 
額田•土とはなれること U できなくな 
.っでいる，： r 分を発見する a _ 

このまま、いっそ、ひと思いに、 
この細いたおやかな身体をかかえ て 
.海にとびこもうか。そこはきっと敝 
さもない、この女と二人っきリの 世 
界が .ある. のではないだろうか。 

大海人は；そっと額田王の« を か 
かえた" 

一そ..のとぎ、額田玉、'は、ふと P - ずさ 
んだ。 

「熟.田^に……」. 

そこは、現在の松山市のちかくで 
あった。へ：：！：卜四： n 、 軍船は「熟田 
' 津 - B ぎた.づ)一についでいた？ 

「熟田 i - lt に船乗りせむと H 待て 

ば潮もかなひぬ.今はこぎいでな 
'船®-の水夫たち1の«い、重いかけ 
声が潮騷のょうにびびい.てきたビ 

そのころ 、 r i Hi 、 陸路を一散に 
西/； けてけた。 西、 へノ®へ-/. 






加 臨時増刊号 

漫画に新境地を切り拓いた 

〇げ義春特集 

つげ義春が構築した独自の世界 . そこには、 

人間を、また自然を凝視する静かなしかも銳い眼 
がある。そして、彼の人気の秘密もそこにある。 

► 収録作品< 

不思議な絵 
運 命 

沼 

チー.コ 
初茸狩り 
通 夜 

山椒魚 
李さん一家 
海辺の錄景 
紅い花 
西部田村事件 
岩瀬湯本（書下ろし） 

方言について （"） 

寿患楼旅館 （ 〃 ） 

籲評論 • 解説 
石子順造唐十郎佐藤忠男 

桜井昌一竹内健水木しげる 疋価け0円 

•つげ義春作品年表# 

4月下旬全国書店で 一 斉発売/ 

すぐ品切になるかも知れませんのでお近くの書店でご予約下さい。 

発行所東京都千代田区神田神保町1の55青林啻 






